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A－183　栄養治斧・rこぬの台所調を 一食生活と器具仰卜 白 ヽてー（ 第之報j）

苛岡炎和短久　 〇太田和枝

東別 良疫学院短大　 羽田明 子　_sす嵐泉

目的　 前回，台所の概要及(A 機器類と今 生活の関連につい て報 告した帆 その中乙 問
題,を,とし て岐朝 スペ- ス,の不足 びあげられてぃ仏 そこで今回は台所内にある器具議の種

軋 数ｔ 及び利 用状浪を調 奎し, 食 生活と の聞連^- どを検討しt'..

方法　東京・地方・ 短大生の玄庭を対 象むし，蚕亭の傾向，並 河に台町の縮 尺図齢 ぺ

る政納状ゐと器具斯の関係をアンヶ一ト方式 により調査した，

秘果　調査政町 釆京が名， 地方ｱﾉ名r 計/i?ゐアある.    （ 回収率100%   )

家庭の食生活を<特 だす役f'J I-つ目て， ≒食ヽ亭 を作るスブ また ″報 をヤl＼j' 1-献立をカ え

てぃる*＼"   を調べると，食事を作る人 ぽ母親て凍 京も地方も付琵の高率 を示 している。献

立-を考えるとさ<7)対象は父親お引 勾　子供達( 学生とその兄弟姉妹クバ叙%  t  i剔r 月平 で

も'], 考人や母親<7) I"/!好 ぱ比較的無視 七れている。朝・昼. タ・ 食亭の傾向を，和・洋・

和守尾用の3 種類に分類すると，潮企てツ 和食むp く東京倒 脳 地方%.D % でも，た。夕食

心和洋混用バ別｡隅 で≒ 東京 も地すもはぼ同率 を示レてぃる。家族構成別に，調理別・材科
別に４ 好の傾向れ

魚･ 母ぼ野果- 子供は肉･  豆類・ 嗜経/X 心n  .■  ま九一方, 台所内にある蕎臭我 の

保有数は平均 糾種議r,   ゑ大巾 僕規 最ナ/り硬我 て≒い に　この中で21 'Aの保有率 い

な べ我 と使用鵜度の高い庖丁にフい て家族 構戌及(A'奏争順礼 攻納スA" -   X,と(7)かおわ ソ
合いについて分町し 瓢<）で報恣t  い




